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石油開発公団

の発展

昨年!0月2黒宥満開発公団が正式に発想した,昭

和30年12月日に石油資源開発株式会杜が設立奏れ従

来からの氏聞会社帝国石油とこの看摘資源によって

国の大慧な援助体制のもをにわカ溜の宥滴資源の探鉱

1開発が行なわれてきた､以来五昨余を経過しわが

国の内外における石油開発状況も大嘗く変化した｡す

なわち近年におけるわカミ国の看油需要の急激拡増大最

近ぽ潟げる産油地域での諸外国の活動の活発化わか国

における異聞企業の石油開発事業への進出など内外で

の宥満開発は数年前には予期もて曹泳かりた深ピｰ戸で

進行している.石油開発公団はこのような新情勢に

対処し国として強力かつ一元的な看滴資源開発体制を

確立しなければならないおい簑観点から設立され花もの

である,

わが国をめぐる石油供給と篇婁歯開発の現況

看満開発公団カミ設立されなければなら溶かっ花背景を

みてみよう由

第一図はわが国における一次エネルギｰ供給構成比で

ある.エネノレギｰ供給における石油の役割りは飛躍的

ぽ増大しており昭和40年に全エネルギｰの58.2%を占

星野一男

めるに至っている.総合エネルギｰ調査会の試算によ

るとζの傾向は今後も続き昭和50年には72.7%昭

和60年海は弼,O路か石油はよってまかなわれると見込漢

れてい叡絶対量でみる占わが国で消費される石油

は昭和50年度および60年度にはそれぞれ易億遂千万茨1

および遂億4千万1dに達するを考えられている.こ

れ紀対して40年度遂1年度の消費量は約魯千3百万H

および五億賊である帝す狂わち今から王0年後20年

後はほ消費量が2倍4倍強に見込まれるわけである.

この消費量は対して供給面から見た現状はどうなる

か吉第2図は昭和班年度におけるわが国への原油輸入

先別の実績である.約五億幻の原油が海外から輸入

されている｡同年度の国内の原油生産量は68万畑で

これは全消費量の約0.7%にすぎ狂い.

約1億k1の輸入量の内訳を整理してみると

①アラビア石油北ス常け石油のように

貝本人の会社によるものユ4.2男

②Esso,Shenなどいわゆる大手国際資本系会

社によるもの60.5鬼

③その他の外国資本系会社によ鳶もの25.3%
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である.国内での生産原油および①のアラビア石油

北スマトラ石油より輸入される原油は日本の資本か直接

関係している原油である由これらがわか国からみて本

当に自主的に探鉱･生産し供給できる原油であるか

消費原油の15%を占めるは過ぎ匁い､

同じく班年度の輸入原滴を生産地別にみたのか第3図

である岳輸入最の90｡晩が中東からもたらされている,

供給先がこのように五地帯に集串しているこあは石

油の供給か戦争などの国際庸勢に左右される要因を含

んでおりわが国のように所要量の蟹蔓%蜜でを船舶によ

る輸入に淀よρている園ではあまり好塞しいことではな

い｡石満開発公団の大きな員的はこのような現状を

改善するため広く海外の諸地域はわが国の資本1はる

篤6関盾油開発公団組織表

探鉱1開発を推進することである｡公団は昭和6Q年度

にはわが国の全研要原油の約3割(五億竣千万滅)をわ

が鰯の事で開発した原油で供給することを員標&してい

る(錦遂図).昭秘1年度にわが国の手で開発され淀原

油は約!重500万Hであるから今から18年後紀はこれを
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篇漁開発公団の組織と業務

公団の組織は第6図のようである｡総人員は総裁以

下約70人である｡公団の行なう業務は有満開発公団法

第五鋒に次のように規定されている｡

第8図

アラスカ

対象地区.

王海外における石油の採鋤ζ必婁な資金を供給するための出

資および資金の貸し付はを行なうこと

2海外における石瀦の探鉱拍よび採取(これらに伴う可燃性

天然ガ渓の採取を含む)ぽ必襲溶資金に係る債務の保証を

行なうこと

3石油の探鉱終必要滋機繊の貸付げを行な穴と

4石油の採鉱潟よぴ採取紀係る技術に関する指導を行なうこ

と

5委託を受けて頭榊ごおける石油および可燃性天然ガスの

鎌鉱に必要な地質構造の調査を行匁うこと

以下省賂

しかし当面の公団の申心的業務は設立の背景からうか

がわれるように海外石滴探鉱事業に対する金融繭技

術面からの援助である世しかし単なる金融業務ではな

く海外のプ樽ジ瓢クト発掘から事業会杜の設立へ導き

公団與罵聞の出資による石油開発事業発展そのものの

うちに中核的･主導的役割を果たすことが公団に期待

されている.

海外探鉱の現況

それでは現在わが国関違業界によって進められてい

る海外プロジエクトの状態はどうであろうか(第7図),

このうちジャペックス1カナダジャペヅクス1オ

ｰストラリアインドネシア石滴開発は拳業本部(旧石

油資源)のサバ帝石オイ洲ま帝国宥滴の予会杜といっ

てよく漢たアラスカ石滴は帝国石滴の北スマトラ

宥滴は事薬本部の系統の会杜といってよいであろう.

1アラスカ石油開発㈱:主としてアラスカの石油･天

然ガス資源の探鉱開発を胃的として昭秘1年9月設立された.

資本金臭00億は石油業界蘭杜電カ業界から広く集めら

れている.技術面は帝国肩油がうけもφている.クック

入江属辺ブリストル湾アラス劣湾などを蛇象として現在

地表調査･地震探鉱を実施申である(第8関)｡

ア茅幻ユ半鳥嫁一ト発茅一付遜の泳弼の

申ぼ露頭をもとめて

アラ渓愈準島一太単津側パル幾ア湾の調登

ヘリ螢プ夢一はぺμ氾一2型.岩看は察3紀の火{岩類�
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2ジャペックス南カナ匁麟:アルバｰタ州苗サスカチュワ

ン州北繭辺境区ぽ蝿鉱区を持って探鉱実施申である,

現在主たる対象をこのうちの§鉱区にしぼりピナクル社と

協同で地表地質地震重力などの調査を進めている.ア

ルバｰタ州のオイルサンドの開発も検討されてv'る(第9図),

蓬ジ帝ペック汲品攻一翼紅管リア奪壽:孝岬ストラリアのタ寸

象地鎮はクイｰン渓ランギ州の北酒海捧の更地域である(第

工0園)､ずで紀現地合歓ぽよリ地質調査空中磁力調養

地震探養秘行匁われ淀,鴛楓一察㌶アは鶏工咽に系す地域

が対象と恋欄て拍リ驚本人至人を凄じ免花調査隊秘現地の

地表調査串である.

4サバ轡蒼オイル㈱1醐翻3蝉?凋帝禺石油の王00

%出資によって設立された｡サパ州の東端カ葦対象地域であ

る(第12図),旧地域セバチックシマンダラン鳥地域のス

パｰカｰ磁力調査は地質調査所によって行なおれている,

現在鉱区を東端の旧亘ss◎SM至地域に蜜で底け法範囲

の地表地質潟よび童カ調養を行なっている.

葛インド率シア蕎瀦闘諾鰯勲リ宵シタン(旧ボ

∴“

さへ

㌃デ㌻

喝､ザ仙1州竜

伽ネ球)の東海岸沖のブ島ユｰ1タラ湾ン地域サンガサン

減地域み派呼トラ北東海樺沖の従来北スマトラ海上(NO･

嵩｡服災)1はり行棚)れた地域を対象としている｡カリ

叩ン券ン東部のブニユｰ･タラカンおよびサンガ毒サン

ガでは地質調査所による空中磁気調査が行なわれ現在解析中

である咀北ス列･ラ海上では空帯磁気･地震探査カミ終了

し遂3年度に有望構造にたいし試掘カミ行なわれる｡(第13

王5図),

§九卿石油開発鰯:昭和42牢7月は九州肩油八幡

製鉄放との出資金により設立憲れた.カリマン表ン南部海

溝沖を対象としている(鶴エ綱)｡すでに窒帯磁力調査が

終了し現在鉤震探賛蜜実施串である.

7北鼠マト讐蕎滴鰯罷協力㈱:インド系シア⑳

ペルミナとラントウ地区において1960年6月よ夢局油開発

の協力事業を開始し鑓牢乗凄でに工65坑を掘参くし累計

836万k豆を生産している｡馳隼ぷ資メダン燭迎で地表調

査董:カ探鉄地震探鉱が行なわれメダン寓部地域で新

たな探鉱計画を行なうことが予定されている(第五姻)｡
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第10図オｰストラリア対象地域
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8アラはア1百油麟:アラビア須油紀ついては説鯛す

る必要は匁いだろう吉昭神33寧簑別こ設立され3遂隼?凋

カフジ油田を発屍した由姐羊膜の際油隻麓量は1鰯乃至に

達している.

これらの事業体の探鉱活動について紹143年度の必要資金

㍗三

フオン

ノ第12図

サバ対象地域

j^PEXi筒筍⑪請危S1良

丸州石油(1ヨ本)

は当初それぞ約60億!70億が見込まれていた.これに

対する公団の義金は遂2年度は遂0億であ夢遂3年度については

このほど60億がみとめもれた.

旧石油費源開発(株)との関係

石油資源開発は石油開発公団の発展と同時に解散して

舘6図の組織表に屍るようぽ公団の事業本部となり岡

因秀男社長は事業本部長となった､嶺業本部は石油資

源開発か行溶っていた業務と人員を引き継ぎしかし3

年以内に石油開発公団より分離することになっておりそ

の聞事業本部の経理1業務は公団本部と明瞭に区分さ

れ事務所も別になっている韓

その惚の繁務

海芥探鉱の資金援助のほかに石油開発公団の璽要た

業務として前に述べた4およぴ5項に関係する技術指

導およぴ基礎調査がある亭

技術指導にっいては43年度以降国内での共同探鉱

の企画実施面での助言海外探鉱事業についての探鉱計

第13図

窺翁リブンタン

紳対象地域

第14図

北スマトラおよ

び北スマトホ抑

対象地域

爽欝1慧慈餐費溝久麟録ξ赫簸翻篤)

稜鑑の準騰�
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画現地実施計画への指導助言および技術交流技

術研修計画のアレンジメントなどが計画されている.

また石油開発の技術研究体制をどうするかカミ現在業界

の懸案と在っているカミこの問題を検討するため内外

において資料情報の収集を行なうことカミ予定されてい

る.

基礎調査は従来地質調査所で行たわれていた層序試

錐を通産省より委託されて継承したもので42年度は
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第16図フ

〔蝸6皇隼〕

ガソリン茅O.含憾ツラン(5,100博円)

軽油11,5徳.フラン(8柵{蓬円)

その他4,0億ツラン(29榊剛

ランスの凋満開繁討蘭

85.7億フランモ竈､230憾陶｣

葛瀦鍵品駁課翁
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カミ総予算5億?420万円をもって予定されている｡大沸

と下五十嵐をのぞいて他は終了した.遂3年度は基礎物

理探鉱3カ所および基礎試錐4坑が予算約6億?千万円

で実施される予定である､

おわリに

世界のほ&んどの国は石油開発については50～王00

劣政府出資の禺策機関を設けて国家の強力な支援体制の

下紀行っている.ことにフランスイタリアは駅AP

ENIと呼ばれる公社を設けて強力な探鉱1開発体制を行

たっている.E㎜では1966年に国外の石油探鉱に

198億円を使っておりENIも1965年からの5カ年計画

に探鉱咀生産に蝸6億円を投入するζあを決めている｡

石油白給度が日本のように低く供給体制茄ほぼ同条件

ぽあるこれらの国々の資金投入状況を見るとわ秘国

ぷしても関際競争上現状では蜜だ不充分で今後さ

ら紀国外の探鉱規模を大きくしていかなくては溶らない.

石油探鉱事業の前途は多事であるが地質家の面目は

かけても光明を前途1ζ屍出養ねばならぬあきである揖

石油闘発公団の発見を契機に石油鉱業に対する一層の

ご理解をお願いして止まない.

小文を箪沫るに当っては通産省鉱山局の資料からいろいろ引

潮慈せて頂いた.アラスカ石油サバ帝眉ジャペックス

攻一スけリアからは貴重匁零真を貸与して頂いた.石油開

発公団山内肇理事にはご多忙にもかかわらず本文を校閲してい

ただいた.これ蔭の方李に厚くお寺Lを中上げる.

石油開発公団の住所は

廉潔都港区稼坂五丁目蔓番13号(三会堂どル)

驚諦東京(582)9221(代表)

な篤纂業本部は旧石油欝源開発のままで大手町ビル5階

で勅る

ザ遺罷J本文を草したのは公団発足間もない鯉年1鵬で海つ

淀がその後情勢玄刻次変ってしまった,遂蹄五月にはペル

シア湾抑の探鉱を対象に潟本鉱薬大協石油兎善肴油の3

社1はりアブ竜タビ葛油が設立され年内に地驚探鐵が行な

婁)れる予憲である｡本文申の記事もできる芯け哩ぬ幽漉

のものぽしたつもりである｡

(嬢者は燃料部石油開発公団出向申)

祖母鰯騒篤公園

堀陶薦彦

瑠榊0牢3期船に鰯定公園の指定を受けた続許

22脈がのこの地域憾大分噌崎の両県に裏たがり

熊本県猿陵擦する樋母山(1重758搬)を主峯にその

東紀遵蔭なる本谷山傾山梯形成する山稜からさ

らに南東ぽのぴる夏木山大崩山桑原山の一帯を

主体部分としさらに帯状に延びる祝子川の沼蜂が

ら行縢山付近および岩戸川沿岸から盟箇瀬川にか

けての高千穂峡地域に加完て飛地として北に三

国峠地区商に比叡山･矢筈山の地区ポあります.

この地域はまた日本建国の神話にち妊む史跡が多

く人文学的景観もすばらしい特色をもっています

以下にその大要を述べ塞しょう.

祖母山…祖母山を圭峯とする山稜を総称して呼ん

でおリその廉に傾山(夏､餐0幻～〕)書らに東南に大

崩山(ユ,643n〕)があリ窯す｡山頂からの展望は

豊･肥1目の3願詮一望で慧る壮大匁もので東傾

山腹にはツガを空としモミヒメコマツアカマ

ツを混生す蕎森林萄陸上黛重な原生林秘あり特別

保護地区とされています｡登山は南の高予穂峡か

らも可能ですが北の豊後竹岡からが楽です硅

高平穏嬢…高予穂町三田井を幸心にして五箇瀬

川上流の河蘇溶岩の侵食谷で窓の瀬付独1欄の間

をいい忍穂井(おしほい)真名井滝などの優れ危

難鰯が釣リ紳橘谷村遊には賢形1月形炉)窃砦があ

り護す｡護だ高天原天照大神で宥嶺政策岩戸

園蒐丘(盃簡瀬の流れと阿蘇･担働山の遠勤こ最適)

な星紳請にち汲む史跡が蕗ゆ藻す苗また付遼ば

は無形文化財の岩戸の神楽があり貸トバには常語

淋その聾濠残り屋根に平木を置く個有の風景カミみ

ら杓ます苦

行麟山…山容が武士が乗馬に用いた毛皮製腰娑

の行縢1ご似花のでつげられたといわれ雄掻(東岳)

と雌轟(猶轟)にわカ主れその間に落差工00肌の

九州有数の名濠有引の溝があリ西岳の頂上は

びこ縫ほでみの命の御陵といわれ四方の眺めは雄

大です.

比叡山と矢筈山…綱の瀬峡谷を聞に相対して

おり石英斑岩の岩肌に赤松のはえる風景地で目

陶金剛とも呼ばれ行縢山とともにノ･イキングコｰ

スとして利用されています.

遡乎は昨年王2月20目発行され祖母山の遠望と高千

穂峡の景観を画くグラビア4色刷の2種類の15円切

事です｡

(筆者は元所藁現科学技術情報センタｰ)�


